
第４回アーバンデザインスクール

草津・南草津の特性と湖南エリアの
商業集積について

平成２９年２月１８日
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アーバンデザインセンターびわこ・くさつ事業



アーバンデザインスクールの進め方

 １０：００ UDCBKについて

溝内 辰夫 （アーバンデザインセンターびわこ・くさつ シニア・ディレクター）

 １０：１０ 「草津・南草津の特性と湖南エリアの商業集積について」

大橋 康男 （草津市都市計画部まちなか再生課））

 １０：５０ 質疑応答

 １１：０５ ワークショップ 学習企画の提案

 ４グループ（５～６名）に分かれ、議論

 １１：３０ グループ発表 （４グループ×3分）

 １１：４５ 講評 話題提供者と肥塚先生より講評

 １１：５５ アンケート記入等
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産学公民が
連携して



産 学 公 民

草津のみらいをよくしたいという
志（こころざし）を持つ民（たみ）

新たな活動

産学公民連携とは？4
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ばらばら 未来志向 現在志向

UDCBKの目標

いろいろな未来のまちのイメージ（選択肢）の展示室



３つのコンセプトと４つの機能6

未来の
イメージ
共有

地域を知る
互いを知る

新たな
活動の創出

学習・交流 調査研究 社会実験 情報発信



アーバンデザインスクール（学習）

目的

アーバンデザインセンターびわこ・くさつ（ＵＤＣＢＫ）の
企画や運営に積極的に関わり、専門家と市民の間を繋ぐ媒介の
機能を担う専門家を育成する。

回数： ４～５回を１クール／半期として、年間２クール行う。

定員： ２０名程度

その他：今年度については半期のみであること、アーバンデザインセ
ンター開設初年度であることから、「アーバンデザインセンターを知
る」をテーマとする。
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アーバンデザインスクール（学習）8

 各回のテーマ

第1回 平成28年11月12日（土）「アーバンデザインセンターとは？」

信時 正人氏（立命館大学デザイン科学研究センター客員研究員）

第2回 平成28年12月10日（土）「松山アーバンデザインセンターの運営について」

松本 啓治氏（愛媛大学防災情報研究センター アーバンデザイン研究部門 教授）

第3回 平成29年1月14日（土）「UDCBKのコンセプトができるまで（仮称）」

溝内 辰夫（アーバンデザインセンターびわこ・くさつ シニア・ディレクター）

第4回 平成29年2月18日（土）「草津・南草津の特性と湖南エリアの商業集積について」

大橋 康男（草津市都市計画部まちなか再生課）

第5回 平成29年3月11日（土）「これらかのＵＤＣＢＫについて（仮称）」

及川 清昭氏（UDCBKセンター長、立命館大学理工学部教授）

 各回コーディネーター 肥塚 浩氏（立命館大学）



第1回 アーバンデザインセンターとは？9



第２回
松山アーバンデザインセンターの事例

10

旧中心市街地の再開発

学生主体のにぎわい創出
（すぐやる姿勢・失敗大歓迎）

活動を踏まえた景観デザイン



デザインワークショップ

元は100円ＰＡ

芝張りワークショップ



第３回
UDCBKのコンセプトができるまで
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三つの資本

文化資本

経済資本

社会関係
資本

信頼

助け合い

絆

学歴
資格

芸術
スポーツ

作法
習慣

お金

土地 モノ



第５回アーバンデザインスクールのご案内

 平成29年３月１１日（土曜） 午前10時から正午

 場所；市民交流プラザ 中会議室

 シリーズ アーバンデザインセンターを知る

「これからのUDCBK（仮称）」
及川 清昭 UDCBKセンター長

（立命館大学理工学部教授、立命館キャンパス計画室長）
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